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1.概要 

大会名称：2018 年度新宿区フットサルリーグ 

主催：新宿区サッカー協会 主管：新宿区サッカー協会フットサル委員会 

協力：公益財団法人新宿未来創造財団、新宿スポーツセンター 

期日： 

平成 30（2018）年  

 第 1 節：7 月 21 日（土 16：30～22：00 予定） 

 第 2 節：8 月 18 日（土 16：30～22：00 予定） 

 第 3 節：9 月 1 日（土 16：30～22：00 予定） 

 第 4 節：10 月 20 日（土 16：30～22：00 予定） 

 第 5 節：11 月 3 日（土 16：30～22：00 予定） 

 第 6 節：11 月 24 日（土 16：30～22：00 予定） 

※1 節につき 1～2 試合実施予定・交流戦含む節あり 

※東京都リーグと日程が重なった場合は 1 日のみ不参加可 

会場：新宿スポーツセンター（東京都新宿区大久保 3-5-1） 

 ※予定日程内でスケジュールが消化できない場合、他会場（西戸山公園・新宿中央公園）を使用する

場合あり 

 

2.参加条件 

① フェアプレーを遵守し、審判、仲間、対戦相手、大会運営者をリスペクトした行動をすること。 

② 最終節までチームでの棄権をせず試合を行うこと。 

③ ユニフォームを最低でも１着準備・携行すること。 

④ 20 歳以上の責任者(代表者)がおり、年齢が 16 歳以上の選手で構成されたチームであること。 

⑤ 1 チーム 5 名以上の登録、過半数が新宿区内に在住・在勤・在学のいずれかであること。 

⑥ 加盟チームとして委員会主管の大会運営等に極力協力できること。 

⑦ 連絡先として代表者は PC のメールアドレスを持ち、当委員会のホームページを閲覧、できること。 

⑧ リーグ戦の審判,本部等の割り当てられた仕事を行えること。 

⑨ 着替えやゴミなどの管理を施設の利用上のルールをしっかり守ること 

⑩ 新宿区サッカー協会規約ならびにフットサル委員会の規約に沿って参加できること。 

⑪ 3 月に実施される新宿区民大会フットサル大会に加盟チームとして参加できること。 

⑫ リーグ戦の審判（*1）,本部等の割り当てられた仕事を行えること。 

（*1）各チーム審判資格（ﾌｯﾄｻﾙ 4 級以上）を保有している者が 2 名以上いること。 

ルールをよく覚え審判をおこなってください。 

⑬ 着替えやゴミなどの管理を施設の利用上のルールをしっかり守ること 

 

 

 



これらの参加条件が守られていないと判断されたチームは失格とさせていただきます。 

※本リーグは他の民間大会と違い自主運営となります。自主運営リーグとは、民間大会など参加するの

みのリーグとは異なり他のチームと協力しあい自分達でリーグを運営していくリーグとなります。また、

学生及び 18 歳以下の参加を認めていますが、社会人リーグと同じ位置付けとなりますので、社会的な

常識、規範、また義務と責任が発生します。 

学生、未成年という事で特別扱いすることはありませんので、ご承知おきください。 

 

3.競技規則 

・ 当該年度日本サッカー協会制定の「フットサル競技規則」による。 

（但し、一部特別ルールを適用する。詳細は「競技方法」を参照の事。） 

・ 当リーグ戦において退場を命じられた選手は次節の試合に出場できずそれ以降 

の措置については当リーグ規律委員会で決定する。 

・ 当リーグ戦にて累積警告 2 回受けた選手は次節に出場できない。 

・ 試合球はフットサル委員会と各チームの準備したボールを使用する。（必ず 1 球は持ってくること） 

 

競技方法 

・  リーグは8チームで行う。  

女性の参加は可能とする。  

・  リーグ形式は以下のとおりとする。  

8チームの1回戦総当りのリーグ戦で順位を決定する。  

順位の決定方法は以下のとおりとする。  

「勝…3点」、「引き分け…1点」、「負…0点」の勝ち点により、勝ち点の多い順に  

順位を決定する。勝ち点の合計が同一の場合  

１：該当チームの対戦成績  

２：全試合の得失点（ゴールディファレンス）  

３：全試合の総得点  

４：上記1～3の方式においても同一の場合抽選にて決定する。  

但し、試合が、一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止となった場合 

（不戦敗など）には該当チームは0対3で敗戦したものとみなす。  

・  試合形式は以下のとおりとする。  

20分ハーフ（インターバル3分）タイムアウトなしのランニングタイム  

同点の場合は延長戦、PK を行わず引き分けとする。 



 

・ メンバー登録をしている競技者が試合開始時不在の場合、以下の通りとする。 

前半キックオフ後ピッチに到着した場合はその競技者は、前半は出場できず、 

ベンチに入ることもできない。その競技者が後半キックオフ前にピッチに 

到着した場合は主審の承認を得た後、後半キックオフより試合に出場する 

こともできベンチに入ることもできる。 

後半キックオフ後にピッチに到着した場合は、試合に出場することも、ベンチ 

に入ることもできない。 

・ 主審、第２審判、オフィシャル（本部）は参加チームの持ち回りとする。 

ただし、チームが主審を依頼した場合は、協会から派遣する。 

 

4.昇降格規程  

・ 全ての入れ替え戦を実施せず、1部下位2チーム・2部上位2チームが自動入れ替え 

・ ただし、19年度は参加チーム数拡大予定のため、18年度参加チームからの降格チームは無しとする。 

 

 

5.ユニフォーム規定 

・ユニフォームを最低でも１着チームの人数分準備・携行すること。 

・ユニフォームには背番号があること。 

ユニフォームの色について 

1)シャツについては主たる色が黒・濃紺は使用できない。 

（ＧＫのトラウザーについてはこの限りではない。） 

  ショーツ、ストッキングについてはこの限りではないが推奨はしない。 

2）フィールドプレーヤーとゴールキーパーのシャツ、ショーツ､ストッキング 

の色は同色であってはならない。 

 3）フィールドプレーヤーのシャツについては、同色、同デザインのもの 

でなければならない。 

  ショーツ､ストッキングについては主たる色が同色であれば使用可能とする。 

  但し同色、同デザインのものを推奨する。 

  両チームの色が重複し判別が困難と担当する主審が判断した場合は 

コイントスによりいずれかのチームがビブスを着用することとする。 

※ビブスは最低枚数は委員会側で準備しますが、チームで持参することを推奨します 



6.マネージャーズミーティング（代表者ミーティング） 

  試合開始の 65 分前にマネージャーズミーティングを行う。 

  （ただし、各節第一試合目のみ 30 分前とする。） 

該当する 2 チームの代表者は指定された時間に本部前に集合すること。 

2 チームの代表者・主審・役員によってミーティングが行われる。 

  ＜ミーティングの内容＞ 

・ ユニフォームの色のチェック（両チームのユニフォームの色彩が重複等） 

・ ユニフォームの色彩が重複した場合のコイントス 

・ パワープレーの有無 

・ メンバー用紙の提出 

・ 諸注意 

  各試合 65分前にマネージャーズミーティングを行う。欠席したチームは当節不戦敗 

とし、更に勝ち点より 1減点する。遅刻したチームは勝ち点より 1減点する。 

 

7.審判・本部 

  審判： 

当日必ず審判証を持参してください。 

割り当てられた試合の審判（主審・第２審判）を行う。 

黒色の審判服、笛、警告・退場カード、腕時計を持参してください。 

  本部： 

割り当てられた試合で本部（オフィシャル）席に座り、記録・得点・ 

ファールカウントの管理を行う。（詳細は別紙「本部の役割」を参照の事） 

試合終了後、公式記録を提出する。 

 

8.罰則規定 

・ 審判、本部等の割り当てられた仕事を怠った場合 

・・・勝ち点より１減点 

・ 試合当日ユニフォームを携行していないことが発覚した場合 

・・・勝ち点より１減点 

・ 不戦敗となった場合 

・・・試合ごとに勝ち点より１減点 

以上の事項以外にも問題事項が発生した場合、又は不正が発覚した場合は 

当リーグ規律委員会にて判断し勝ち点を減点する。 



9.出場選手登録 

・ 登録、ベンチ入りに制限はありません。 

・ リーグ開催中の追加登録は可、チーム移籍は不可となります。 

・ 試合毎にメンバー表の要提出。 

 

10.諸注意 

～試合～ 

・ メンバー表については、マネージャーズミーティングにて提出をお願いします。 

選手追加登録が必要な場合はマネージャーズミーティングに提出するメンバー表に 

追記して提出してください。 

※メンバー表については、事前登録ではないため、重複登録（同リーグの他チームへの参加）には

各チームの責任で十分注意してください。重複登録が発覚した場合は、勝ち点減点などの対象とな

ります。 

・ キックオフ時刻の厳守をお願いいたします。 

・ すねあて（シンガード）は必ず着用してください。着用していない場合は試合には 

  参加することはできません。 

・ メガネ着用での試合の参加は試合前に相手チームが許可した場合のみできます。 

  試合前のマネージャーズミーティングで必ず確認をしてください。 

・ 該当試合のすべての権限はその試合を担当する主審にあるものとします。 

  試合中、試合後に関わらず、異議等は一切認めません。 

・ 不測の事態により中止の場合は試合開始前（約 2時間前）までに 

各チーム代表者へ連絡いたします。ブログでもお知らせする予定です。 

・ 必ず試合には試合球を持ってくるようお願いします。 

・ ケガ等の事故が発生した場合、初期対応は行いますが、主催者側では一切の責任を負いかねるので、

参加チーム及び個人で傷害保険（スポーツ安全傷害保険）等に加入し対応するようお願いします。 

 

～ピッチ～ 

・ フットサルシューズは靴底がアメ色か白色のフラットな物、 

もしくはそれと同様の運動靴のみとします。 

・ ピッチには水以外の飲料は持ち込み禁止です。 

・ 出場停止の選手及びメンバー表に記載のない選手・役員はベンチ付近に立ち 

入ることができません。（応援者も含む）ベンチ付近以外での観戦をお願いいたします。 

 

～会場～ 

・ 新宿コズミックスポーツセンター、新宿スポーツセンターには駐車場（３０分１００円） 

がありますが台数に限りがあります。 （コズミックセンター正面向かいに有料駐車場あり）  



・ 会場内は禁煙です。  

・ ごみは必ず各自持ち帰るようお願いいたします。  

・ 貴重品等は各自管理お願いいたします。（更衣室にコインロッカーあり）  

・ 男女それぞれ更衣室があります。所定の場所で着替えるようお願いいたします。  

・ 当日、設営は第1試合のチーム、撤収作業は最終試合のチームで各チーム協力して行ってください。  

 

～審判割り当て～ 

・当リーグに参加するにあたっては、主審・第二審判の割り当てがあり、有資格者が 

 担当することが義務づけられています。 

 「有資格者が対応できない場合」について、救済措置を以下のように設定しました 

 ①知人の有資格者の人を連れて来る 

 ②原則、試合日 3日前までに委員会に申請してスポットで協会派遣にする 

  （3日前以内は応相談） 

 ※②の場合は費用（1試合 1人 2500円）がかかります。 

 ③①②の対応が難しい場合、第二審判のみ無資格者の担当を認める 

- ただしルールを把握し主審をサポートし試合を円滑に進行できる方 

 ①②③いずれかで、対応いただき、それでも当日審判を用意できない場合は 減点対象とします。 

 当リーグでは、審判員の育成も兼ねたいと思ってますので、第二審判については、 

 基本的には自チームで対応するようにしてください。 

 

～アップについて～ 

・原則、ボールを使ってのアップは、試合時間前の時間のみで、大体育室以外の 

 場所でのボールを使ったアップは禁止です。新宿スポーツセンター4階のランニング 

コースも原則使用不可です。 

 

～日程変更について～ 

・決められたスケジュールでリーグを消化するのが原則ですが、以下の事由によって通知された日程で

は選手を 5名以上揃えることが著しく困難である場合、当該日程の 4週間前までにフットサル委員会に

その旨を通知し、日程変更を求めることができる。 

①関東フットサルリーグ、および各都県フットサルリーグ（民間施設等のリーグは不可） 

②全日本フットサル選手権、およびその予選（民間施設等の大会は不可） 

③チーム全体に関わる冠婚葬祭（チーム内の一部にのみ関わるものは不可） 

④その他、フットサル委員会が相当と認める事由。この場合、その事由を証するための書面等を提出

することを要する。 

 ただし、対戦相手の承諾が得られない場合は、日程変更は不可となります。 

①～④の申し出によって日程変更を申請し、対戦相手の承諾が得られた場合には、 

フットサル委員会の他のリーグ・大会開催日に代替日程を組み込むことを基本とする。 

他の開催日に開催できない場合、日程変更を申し出たチームが相手チームと協議した上で、開催日程

および会場を確保する責任を負う。これに対してフットサル委員会は最大限の援助を行う。 


